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設置作業完成 設置作業中の様子

れ
・
穴
あ
き
等
に
よ
り
水
漏
れ
が

多
発
、
難
水
路
で
も
あ
っ
た
。

　

尚
、「
原
材
料
補
助
金
制
度
」
の

仕
組
み
は
次
の
通
り
。

①
問
題
点
（
課
題
）
を
三
秋
区
長

へ
進
言
す
る

②
三
秋
区
長
が
市
当
局
へ
申
請
す

る                                                                              
③
市
予
算
化
決
定

④
工
事
実
施

　

こ
の
度
、
あ
る
人
の
「
言
い
だ

し
ぺ
」
が
発
端
と
な
り
、
市
の
「
原

材
料
補
助
金
制
度
」
を
活
用
し
た

原
中
水
路
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
設

置
工
事
が
原
中
組
の
有
志
に
よ

り
、
令
和
２
年
12
月
に
完
成
し
た
。

　

こ
の
水
路
は
、
老
朽
化
が
進
み
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
損
・
ひ
び
割 原中組有志の皆さん

水
路
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

　
　

パ
イ
プ
方
式
導
入

（文
責
）　

𠮷
岡　

満

き
」
で
、
少
し
で
も
元
気
と
希
望

を
与
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

④
思
い
が
け
ず
区
長
に
選
任
さ

れ
、
少
々
戸
惑
っ
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
微
力
な
が
ら
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
を
克
服

す
る
た
め
の
正
念
場
で
す
。
お
互

い
貰
わ
れ
な
い
・
う
つ
さ
な
い
を

心
が
け
、
日
常
生
活
を
送
り
ま
し

ょ
う
。

①
藤
岡
健
司（
フ
ジ
オ
カ
ケ
ン
ジ
）・

専
務
総
代
・
60
歳
・
骨
董
品
、
温

泉
巡
り
旅
行
。
今
後
全
国
巡
り
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

②
偶
然
が
重
な
り
災
害
の
少
な
い

地
域
で
す
が
、
全
国
的
気
象
変
動

に
伴
い
、
災
害
報
道
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
状
況
の
中
、

私
達
の
地
域
で
も
個
人
・
地
域
的

に
も
防
災
意
識
を
高
め
、
防
災
品
・

避
難
場
所
を
再
認
識
し
、
い
ざ
と

な
っ
た
際
に
は
、
ご
近
所
に
声
を

掛
け
、
避
難
場
所
に
安
全
に
移
動

出
来
る
心
掛
け
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

③
三
秋
新
聞
初
回
よ
り
参
加
さ
せ

て
頂
き
、「
三
秋
」の
名
称
由
来
等
、

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
三

秋
限
定
と
な
っ
て
い
る
の
で
ネ
タ

が
少
な
く
苦
慮
し
て
い
る
が
現
状

で
す
。
三
秋
地
域
の
新
聞
で
す
の

で
、
昔
の
写
真
と
そ
の
思
い
出
話

等
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

④
微
力
で
会
社
仕
事
を
し
な
が
ら

の
役
員
で
す
。
地
域
皆
様
の
ご
協

力
無
し
に
は
進
行
出
来
ま
せ
ん
。

ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
す
る

と
共
に
、
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
防
止

（
ま
ん
ぼ
う
）
に
注
意
し
、
早
期

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
元
気
に
過
ご

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
田
中
信
二（
タ
ナ
カ
シ
ン
ジ
）・

総
代
・
73
歳

②
防
災
意
識
の
高
揚
。
必
ず
来
る

で
あ
ろ
う
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
近

年
の
異
常
気
象
（
大
雨
等
）、
そ
れ

に
備
え
た
防
災
避
難
訓
練
を
定
着

出
来
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

③
地
域
の
隅
々
ま
で
情
報
が
行
き

わ
た
り
、
良
い
と
思
い
ま
す
。
小

さ
な
話
題
の
提
供
を
地
域
の
皆
様

に
お
願
い
し
ま
す
。

④
子
育
て
が
終
わ
っ
て
か
ら
三
秋

に
来
た
も
の
だ
か
ら
、
組
内
以
外

の
人
と
は
余
り
関
わ
り
が
無
く
、

殆
ど
い
っ
て
知
ら
な
い
事
だ
ら
け

で
す
。
こ
れ
を
（
総
代
に
な
る
）

機
に
、
三
秋
地
域
の
事
・
人
に
ふ

れ
合
え
た
ら
い
い
か
な
？
と
思
っ

て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
年
度
（
令
和
３
年
度
）
改

選
と
な
り
ま
し
た
、
役
員
３
名

の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
以
下
、
次
の
形
式
に
て
記

載
。

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
役
職
・

年
令
・
趣
味
等

②
新
年
度
へ
の
抱
負
に
つ
い
て

③
地
域
新
聞
み
あ
き
に
期
待
す

る
こ
と
或
い
は
思
う
こ
と

④
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

①
西
村
常
貞
（
ニ
シ
ム
ラ
ツ
ネ

サ
ダ
）・
区
長
・
75
歳
・
盆
栽
、

メ
ダ
カ
飼
育

②
三
秋
地
区
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
災
害
が
発
生
し

た
時
、
如
何
に
お
互
い
が
助
け

合
え
る
か
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
一
層
絆
を
深
め
合
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で

制
約
が
多
い
が
、
日
常
が
戻
っ

た
時
、
地
域
の
交
流
が
深
ま
る

よ
う
に
取
り
組
め
た
ら
と
思
い

ま
す
。

③
独
居
の
人
や
高
齢
者
が
多
い

の
で
、
若
い
人
達
が
中
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
地
域
新
聞
み
あ 左から藤岡新専務総代、西村新区長、田中新総代

●
新
役
員
紹
介
●

通常総会の様子

　

去
る
３
月
14
日
、
三
秋
集
会
所

に
て
「
令
和
２
年
度
三
秋
地
区
通

常
総
会
」
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
よ
り
続
く
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
、
更
に
は
変
異
ウ
イ
ル
ス

の
発
生
等
、
現
在
の
感
染
状
況
を

憂
慮
し
、
一
層
の
感
染
予
防
対
策

と
し
て
、
区
長
を
は
じ
め
と
す
る

三
役
お
よ
び
各
組
の
新
旧
組
長
の

み
の
出
席
と
い
う
異
例
の
形
と
な

り
ま
し
た
。活
動
報
告
・
事
業
報
告
・

会
計
報
告
等
を
行
っ
た
後
、
次
年

度
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
今
年

度
任
期
を
迎
え
る
三
役
全
員
が
交

代
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
を
迎
え

ら
れ
た
ま
し
た
三
役
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（文
責
）　

原
田　

浩
明

更
な
る
コ
ロ
ナ

              

対
策
の
下
で

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の風景やお祭り等、
三秋に関する昔の写真がございましたらご連絡ください。また、その他の
投稿・情報・写真も随時お待ちしております。 ★みあきの○○〇 ★
私の絶景　etc・・・。自薦他薦問いません。
お近くの当新聞編集委員もしくは、メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com @Miaki_news

この新聞を創刊してから早５年、昨年からHPも開設
し、ネット上での情報発信も行っていますが、ここ
最近、更新が滞っており残念なことに・・・。新年度
スタートを機に更新頻度を上げていこうと思う今日
この頃です。皆さんは、新年度スタートを機に何か
始めた事、あるいは始めようとしている事はありま
すか？ 

編   集    後    記

性別：オス　犬種：雑種
年齢：12歳
ＰＲ ：ボクが小百合さん
宅に来たきっかけは、12
年前に小百合さんの職場

No.２
高城小百合さんの愛犬
「小太郎」くん

うちの家族を紹介します（文責・原田　夏子）

の方から譲り受けたこと。
ボクの好きな食べ物はいりこです。
暑いときは、大根やキャベツ等の生野菜を食べたりしています。
ボクは毎日、小百合さんの帰りを楽しみに待っていて、帰って
きたら、三秋ののどかな田舎道を散歩するのが日課です。ボク
と小百合さんはお互いに癒され、助け合いながら暮らしていま
す。

当選者は伊予市の仙波さんです。おめでとうございます。

水之明神社の境内に宮司さんが書き記した看板があり、そこに
は『御祭神　水波能賣神』と記されています。ちなみに、他の
２つの神様はそれぞれ次の通り。
①宇迦之御魂大神（うかのみたまのかみ）
　　　　　　　　　　　　　…穀物・農耕・商工業の神
③天之水分大神（あめのみくまりのかみ）
　　　　　　　　　　　　　…水を司る神

解説　     

答え　②水波能賣神（みずはのめのかみ）…水の神

第12号のクイズの答えと解説

応募フォームこちら

①クイズの答え　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号　⑥本
紙の感想などを明記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・公式HPの応
募フォーム（下記の QR コードからアクセス）のいずれかにて
ご応募ください。正解者の中から抽選で１名の方に図書カード
５００円分をプレゼントいたします。

宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２　
地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切　2021年８月９日（月）必着
当選発表　本紙第14号にて

※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管理
し、プレゼントの発送以外の目的では使用いたしません。

応募方法

①京都タワー

②東京タワー

③東京スカイツリー

④あべのハルカス

⑤エッフェル塔

Q.三秋地区のシンボル的山「明神山（みょうじんさん）」
の標高と同じ高さの建造物は次のうちどれでしょう？    

読者プレゼントコーナー ～明神山に関する～  

　著者の加古里子（かこさとし）は、工学博士、技術士でもあり、科学
や社会の絵本を多く残しました。材木を運ぶ森林軌道、川底をさらう浚
渫船、可動橋など、川にまつわる事柄が丁寧に細かく描かれています。
冒頭に登場したダム（発電所）で生まれた電力が、河口近くにある町の
変電所へ運ばれるなど、一連のつながりを見ると川の周りで発展した人
の暮らしがよくわかります。
川がメインで描かれているこの絵本、登場する人間はわずか1㎝ほどで
しかありません。しかし、小さいながらも細かい動作や仕草がつけられ
ており、とても愛らしく感じます。まるで川と人との一つの物語を読み
終えた気持ちになります。
　「ひろいせかいへ」、『かわ』の最後に書かれた言葉には、子どもたち
へのメッセージも含まれている気がしてなりません。読み終えた後は、
表紙、裏表紙に描かれた地図や地図記号も楽しんでください。

『かわ』　加古里子（かこさとし）作・絵　福音館書店
みあき図書館 （文責・岡田　有利子）

　子どもから大人まで、家族で楽し
める絵本をご紹介します。
　全 27 ページの始まりから終わり
まで、ひとつの「かわ」が流れます。
高い山に積もった雪がとけ、雨が集
まり、生まれた小さな流れが始まり
です。ダムをこえ、田んぼに水を配
り、川幅は次第に広くなり、港湾を
ゆったりと流れ、そして行き着く先
は海。



頼信城跡推定地位置（赤マルのところ）

　

山
本
雅
夫　

１
９
８
８　
「
伊
豫

市
の
中
世
城
館
跡
の
調
査
」『
伊
豫

市
の
歴
史
文
化
』
18

参
考
文
献

頼信城跡とされる場所

　

三
秋
の
原
中
の
山
頂
に
、
頼
信

城
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
前
号
第
12

号
に
て
お
伝
え
し
ま
し
た
、
端
集

落
に
点
在
す
る
五
輪
塔
群
に
祀
ら

れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
城
主
・

頼
信
と
二
人
の
弟
（
姓
は
伝
わ
っ

て
い
な
い
）
が
、
暮
し
て
い
た
と

い
う
伝
説
が
あ
り
、
４
月
10
日
、

そ
の
裏
付
け
調
査
と
し
て
、
伊
予

市
文
化
財
専
門
員
の
島
﨑
さ
ん
と

地
域
新
聞
み
あ
き
取
材
ス
タ
ッ
フ

２
名
と
で
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

現
地
に
赴
く
と
、
辺
り
は
シ
ダ

や
雑
木
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
こ

こ
が
城
跡
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
明

確
な
証
拠
は
見
つ
け
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
削
り
取
ら
れ
た
平
地

だ
け
は
確
認
出
来
ま
し
た
。
こ
の

平
地
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
調
査

資
料
の
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の

で
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
場
所
が
頼

信
城
跡
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。
周
り
の
木
々
や
シ
ダ
等
が
無

け
れ
ば
大
変
見
晴
ら
し
の
良
い
場

所
な
の
で
、
見
張
り
台
と
し
て
の

機
能
は
十
分
に
果
た
し
て
い
た
と

推
察
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上

現
地
調
査
で
新
た
な
発
見
は
望
め

な
い
の
で
、
今
回
の
調
査
結
果
お

よ
び
過
去
の
調
査
資
料
や
文
献
等

を
精
査
し
て
、
包
蔵
地
台
帳
に
ま

と
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

（文
責
）　

原
田　

浩
明

頼
信
（よ
り
の
ぶ
）城

                      
伝
説

一直線上に並んだ種レンコンの芽

ン
を
植
え
こ
ん
で
い
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
連
作
障
害
の
影
響
か
想

定
よ
り
収
量
が
少
な
か
っ
た
の

で
、
今
年
は
場
所
を
移
動
し
、
面

積
も
１
．
３
倍
に
増
や
し
ま
し
た
。

今
は
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
も

重
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
環
境

が
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
後
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
ん
で
い
く
こ
と
で
、
秋
の
収

穫
頃
ま
で
に
は
、
状
況
が
改
善
さ

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

今
年
も
収
穫
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
三
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
化
出
来
た
な
ら
ば
、
こ

の
レ
ン
コ
ン
が
「
三
秋
ブ
ラ
ン
ド

」
の
顔
へ
と
発
展
し
、
三
秋
の
知

名
度
も
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

種レンコンの植え付け作業

　

ツ
バ
メ
た
ち
が
巣
作
り
に
勤
し

む
春
の
陽
気
の
中
、
４
月
16
日
、

レ
ン
コ
ン
フ
ァ
ー
ム
三
秋
に
お
い

て
、
種
レ
ン
コ
ン
の
植
付
け
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
行
わ
ず
、
圃
場
管
理
者
の
𠮷

岡
満
さ
ん
と
助
っ
と
の
原
田
賀
充

さ
ん
と
で
、
代
か
き
さ
れ
た
泥
の

中
に
一
本
一
本
丁
寧
に
種
レ
ン
コ

（文
責
）　

原
田　

浩
明

「三
秋
ブ
ラ
ン
ド
」に

  

向
け
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ 小学校入学の４人の新入生 小学校卒業の播磨柚姫さん小学校卒業の河野彩和さん

花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て

い
ま
す
。

中学校卒業の仲良し５人組

　

今
年
、
仲
良
し
５
名
が
中
学
校

を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
左
か

ら
、
島
田
由
梨
さ
ん
、
河
野
姫
和

さ
ん
、
稲
多
教
経
く
ん
、
川
本
悠

雅
く
ん
、
稲
多
慶
次
く
ん
で
す
。

　

小
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
の
は
、

女
の
子
２
名
で
河
野
彩
和
さ
ん
、

播
磨
柚
姫
さ
ん
で
す
。

　

小
学
校
に
入
学
さ
れ
た
の
は
、

写
真
左
か
ら
河
野
羅
真
く
ん
、
高

井
望
実
ち
ゃ
ん
、
久
保
結
愛
ち
ゃ

ん
、
谷
本
穂
花
ち
ゃ
ん
で
す
。
新

し
い
環
境
に
慣
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

（文
責
）　

稲
多　

早
苗

卒
業
・入
学
お
め
で
と
う

　

平
成
14
年
（
２
０
０
２
）
の
４

月
か
ら
子
供
た
ち
の
「
生
き
る
力

」
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

公
立
の
学
校
で
毎
週
土
曜
日
が
休

み
と
な
る
完
全
学
校
週
五
日
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

土
曜
日
や
日
曜
日
を
利
用
し
た

様
々
な
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
伊
予
農

業
高
校
の
環
境
開
発
科
の
生
徒
と

三
秋
愛
護
班
の
役
員
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
様
々
な
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
２
枚
の
写
真
は

そ
の
時
の
講
習
後
に
撮
っ
た
集
合

写
真
で
す
。

　

①
平
成
14
年
５
月
11
日
（
土
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
を
ガ
ラ

ス
瓶
に
貼
り
付
け
た
ペ
ン
立
て

　

②
平
成
14
年
６
月
23
日
（
日
）

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
・
風
船
飛
ば
し

大
会

　

こ
の
集
合
写
真
に
写
っ
て
い
た

児
童
は
、
今
で
は
も
う
立
派
な
大

人
に
な
っ
て
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

み
あ
き
今
昔
物
語

～
18
年
前
の
愛
護
班
活
動
～

（文
責
）　

日
山　

貞
治

②平成14年６月23日

①平成14年5月11日

林道整備後 林道整備前

　

林
野
庁
の
交
付
金
を
活
用
し
た

明
神
山
の
森
林
・
古
道
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
前
号
に
て
昨
年
12
月

に
開
催
し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
刈

り
払
い
機
の
安
全
講
習
を
兼
ね
た

整
備
の
実
施
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
第

三
波
の
影
響
を
受
け
１
月
～
２
月

中
旬
ま
で
の
活
動
の
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
県

の
中
予
地
方
局
の
担
当
官
の
勧
め

も
あ
り
、
２
月
の
下
旬
か
ら
１
～

２
人
の
少
人
数
で
再
開
し
始
め
、

３
月
に
入
っ
て
か
ら
の
県
の
特
別

警
戒
期
間
の
解
除
に
伴
い
、
愛
大

笠
松
先
生
と
学
生
さ
ん
及
び
地
元

の
建
設
業
者
夢
一
土
木
さ
ん
の
助

力
を
得
て
、
３
年
間
の
事
業
の
初

年
度
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
現
在
の
所
、
林
道
入

口
～
２
５
０
ｍ
地
点
ま
で
の
林
道

の
倒
木
・
土
砂
等
の
撤
去
、
２
５

０
～
４
５
０
ｍ
地
点
（
本
事
業
で

の
終
点
）
ま
で
の
草
木
の
刈
り
払

い
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
森
林
に
お
け
る

枯
れ
木
等
の
除
伐
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
来
年
度
は
、
２
５
０
～
４

５
０
ｍ
間
の
林
道
の
拡
張
整
備
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
森
林
内
で
の
除
伐

と
、
刈
り
払
い
を
行
い
な
が
ら
の

古
道
の
探
査
作
業
を
実
施
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

枯れ木等の徐伐作業

（文
責
）　

玉
井　

敬
信

明
神
山
古
道
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

参
考
文
献

『
木
と
語
る

　
　
　

え
ひ
め
の
巨
樹　

名
木
』

国
内
最
大
の
ク
ス
ノ
キ

　

鹿
児
島
県
姶
良
（
あ
い

ら
）
市
蒲
生
（
か
も
う
）
町

　

◇
蒲
生
八
幡
神
社
の
大
ク

ス　

胸
高
幹
周
（
き
ょ
う
こ

う
か
ん
し
ゅ
う
）
２
４
、
２

ｍ 参
考
資
料

愛
媛
県
内
有
数
の
ク
ス
ノ
キ

　

今
治
市
大
三
島
町
大
山
祗
神
社

　

◇
小
千
命
（
お
ち
の
み
こ
と
）

御
手
植
え
の
ク
ス
ノ
キ　

胸
高
幹

周
１
１
、
１
ｍ　

◇
生
樹
（
い
き

き
）
の
門　

胸
高
幹
周
１
５
、
５

ｍ
　

西
条
市
丹
原
町
北
田
野

　

◇
土
居
の
大
グ
ス　

胸
高
幹
周

１
１
、
４
ｍ

伊
予
市
内
有
数
の
ク
ス
ノ
キ

　

伊
予
市
上
三
谷
広
田
神
社

　

◇
広
田
神
社
の
御
神
木　

胸
高

幹
周
５
、
７
ｍ

　

伊
予
市
下
三
谷
埜
中
神
社

    
◇
埜
中
（
の
な
か
）
神
社
の
御

神
木　

胸
高
幹
周
４
、
９
ｍ

三
秋
地
区
の
ク
ス
ノ
キ

   

◇
水
之
明
神
社
の
南
側
の
ク
ス

　

胸
高
幹
周
５
、
６
ｍ

    

◇
水
之
明
神
社
の
北
側
の
ク
ス

　

胸
高
幹
周
３
、
７
ｍ

   

◇
下
三
秋
芝
地
蔵
横
の
ク
ス
ノ

キ　

胸
高
幹
周
３
、
７
ｍ

　

こ
う
比
較
す
る
と
、
三
秋
の
ク

ス
ノ
キ
は
、
人
で
例
え
る
な
ら
ま

だ
ま
だ
若
者
に
該
当
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

て
、
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
各

所
で
見
ら
れ
ま
す
。

　

樹
形
は
、
球
形
に
近
く
、
ボ
リ

ュ
ー
ム
感
が
あ
り
ま
す
。
新
緑
は
、

淡
い
緑
色
を
し
て
美
し
く
、
常
緑

樹
と
し
て
は
明
る
い
感
じ
で
、
す

が
す
が
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
四

月
下
旬
～
五
月
上
旬
に
か
け
て
、

古
い
葉
が
一
斉
に
落
葉
す
る
の

で
、
そ
の
時
期
の
神
社
境
内
の
掃

除
は
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ク
ス
ノ
キ
は
、
芳
香
植
物
と
し

て
も
有
名
で
、
枝
を
切
っ
た
り
、

葉
を
揉
ん
だ
り
す
る
と
、
樟
脳
（
し

ょ
う
の
う
）
の
に
お
い
が
し
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
は
野
鳥
の
餌
と
な
る

実
が
た
く
さ
ん
な
る
食
餌
（
し
ょ

く
じ
）
植
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

見
分
け
方
と
し
て
は
、
葉
の
表

面
に
あ
る
三
本
の
脈(

三
行
脈)

が

目
立
ち
、
真
中
の
主
脈
と
葉
の
根

元
近
く
か
ら
左
右
に
一
対
の
太
い

側
脈
が
出
る
分
岐
点
に
、
小
さ
な

イ
ボ
状
の
点
が
あ
り
、
ダ
ニ
室
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。(

他
の
ク
ス
ノ

キ
の
仲
間
は
あ
り
ま
せ
ん)

こ
こ
で

見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
秋
地
区
に
は
、
直
径
１
ｍ
を

超
え
る
三
本
の
ク
ス
ノ
キ
の
大
木

が
、
ど
っ
し
り
と
根
を
お
ろ
し
て

い
ま
す
。
二
本
は
、
水
之
明
神
社

内
の
社
叢
（
し
ゃ
そ
う
）
内
。
も

う
一
本
は
、
下
三
秋
の
芝
地
蔵
堂

の
横
で
す
。

　

ク
ス
ノ
キ
は
、
年
中
葉
を
つ
け

て
い
る
常
緑
の
広
葉
樹
で
、
高
さ

が
２
０
～
４
０
ｍ
に
も
な
る
高
木

で
す
。
成
長
が
早
く
大
木
に
な
り
、

社
寺
境
内
で
天
然
記
念
物
と
し

下三秋芝地蔵横のクスノキ

水之明神社の北側のクスノキ 水之明神社の南側のクスノキ

（文
責
）　

日
山　

貞
治

悠
々
と
生
き
る

　
　
　

三
本
の
ク
ス
ノ
キ

　
「
鷲
野
南
祁
（
わ
し
の
な
ん
そ

ん
）」
と
聞
い
て
ピ
ン
と
く
る
方
は

ど
れ
ほ
ど
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
郷

土
史
に
詳
し
い
方
な
ら
、
江
戸
末

期
に
功
績
を
残
し
た
漢
学
者
・
教

育
者
で
は
な
い
か
、
と
い
う
事
は

ご
存
知
か
も
。
南
祁
は
１
８
０
５

年
南
黒
田
村
の
庄
屋
梅
三
郎
の
長

男
と
し
て
誕
生
し
、
幼
少
か
ら
秀

才
の
誉
れ
高
く
、
郡
中
の
教
育
者

陶
惟
貞
（
す
え
い
て
い
）
と
親
交

を
結
び
、
大
阪
で
私
塾
頭
ま
で
上

り
詰
め
た
の
ち
帰
郷
。
親
の
庄
屋

職
を
継
ぐ
傍
ら
、
私
塾
「
橙
黄
園

」
を
開
設
し
て
多
く
の
子
弟
を
教

育
し
た
人
物
で
あ
る
。
従
っ
て
、

南
祁
自
身
は
南
黒
田
村
の
名
士
と

い
う
事
に
な
る
が
、
そ
の
母
親
が

こ
こ
三
秋
の
出
身
と
の
記
録
が
存

在
す
る
。

　

文
献
に
よ
る
と
、「
母
は
三
秋
村

庄
屋
得
能
良
左
衛
門
知
通
の
娘
タ

メ
」
と
あ
る
。
現
在
「
得
能
」
姓

は
三
秋
に
は
存
在
せ
ず
、
西
願
寺

住
職
に
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
過

去
に
「
得
能
六
郎
左
衛
門
」
と
い

う
人
物
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
三
秋
で
は
こ
の
人
物
が
唯

一
の
得
能
姓
で
あ
り
、
前
述
の
良

左
衛
門
知
通
と
同
一
人
物
で
タ
メ

の
父
親
と
推
測
で
き
る
。

　

現
在
、
西
願
寺
の
近
く
で
空
き

家
と
な
っ
て
い
る
下
三
秋
の
越
智

家
が
昔
「
小
庄
屋
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
伝
承
が
残
り
、
ま
た
「
伊
豫

大
洲
領
御
替
地
古
今
集
」
に
よ
れ

ば
、
そ
の
五
代
目
が
得
能
六
郎
左

衛
門
だ
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
更

に
、
国
道
３
７
８
号
を
挟
ん
だ
越

智
家
の
墓
石
に
は
「
居
士
諱
通
知

稱
六
郎
左
衛
門
本
姓
越
智
居
士
改

稱
得
能
・
・
・
文
政
四
年
享
巳
九
月

五
日
没
年
六
十
三
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。
年
号
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、

南
祁
は
得
能
六
郎
左
衛
門
が
47
歳

の
時
の
孫
と
い
う
事
に
な
る
。

　

三
秋
の
タ
メ
が
「
産
ん
だ
」
郷

土
の
偉
人
鷲
野
南
祁
の
頌
徳
碑
（
し

ょ
う
と
く
ひ
）
は
、
五
色
浜
神
社

裏
手
の
松
林
の
中
、
五
色
浜
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
見
下
ろ
す
場
所
に
建
立

さ
れ
て
い
る
。
新
緑
眩
い
こ
の
季

節
、
こ
れ
を
機
会
に
一
度
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
？ 鷲野南祁の頌徳碑

（文
責
）　

吉
田　

克
浩

偉
人
の
母　

     
こ
こ
三
秋
に
あ
り




